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高
知
一
般
　
浜
田
代
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
末
、
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
経
営
不
振
」
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
理
由
に
解
雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
言
い
渡
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
県
労
連
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
し
、
高
知

一
般
に
加
盟
。
労
働
委
員
会
の
斡
旋
で
解

雇
を
撤
回
さ
せ
、
４
日
か
ら
働
い
て
い

る
。
経
営
状
態
に
変
化
は
な
く
、
こ
れ
か

ら
が
が
ん
ば
り
時
だ
。

大
会
代
議
員
の
発
言

自
交
総
連
　
横
田
代
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
観
光
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崎
組
合
員
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賃
金
が
最
低
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
を
割
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
か
ら
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
に
請
求
し
た

ら
解
雇
さ
れ
た
。
不
当
解
雇
で
あ
り
、
裁

判
闘
争
を
お
こ
な
っ
て
き
た
が
、
９
月
に

和
解
と
な
り
、
１
０
月
か
ら
出
勤
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

高
知
一
般

　
　
　
前
野
代
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
賃
生
活
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
験
を
も
と
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
意
見
陳
述
」
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
お
こ
な
っ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
「
現
行
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
賃
で
は
、
ダ

ブ
ル
ワ
ー
ク
で
も
人
間
ら
し
い
く
ら
し
は

で
き
な
い
」
と
訴
え
た
。
解
雇
撤
回
は
実

現
し
た
が
、
夫
は
解
雇
撤
回
で
た
た
か
っ

建
交
労
　
竹
本
代
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
鉄
闘
争
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
１
年
目
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
正
念
場
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迎
え
た
。
当
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
が
納
得
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
内
容
で
解
決

さ
せ
る
た
め
に
が
ん
ば
る
。
Ｊ
Ｒ
四
国

は
、
車
両
基
地
外
注
化
な
ど
利
益
第
一
主

義
だ
。
安
全
・
安
定
輸
送
を
確
保
さ
せ
る

た
め
に
も
奮
闘
す
る
。

郵
産
労
　
筒
井
代
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
民
営
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
た
が
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
郵
便
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
９
２
％
が
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
サ
ー
ビ
ス
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
低
下
し
た
」
と

ア
ン
ケ
ー
ト
で
答
え
て
い
る
。
衆
院
選
の

結
果
に
よ
っ
て
は
、
国
民
本
位
の
見
直
し

も
可
能
。「
地
域
再
生
シ
ン
ポ
」
は
「
郵
便

局
の
役
割
は
？
」
で
参
加
し
た
い
。

て
い
る
の
で
支
援
を
。

最
賃

上
げ
ろ
！

解
雇
撤
回
！

年
金
者
組
合
　
竹
村
代
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
相
談
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー
の
活
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
高
齢
者
を
励

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
金
者
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
は
高
齢
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
％
を
目
標
に

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
「
地
域
組
織

づ
く
り
」
の
方
針
は
、
国
民
の
利
益
を
守

る
と
い
う
労
働
者
の
歴
史
的
使
命
を
果
た

す
う
え
で
重
要
で
あ
り
、
大
い
に
賛
成
。

自
治
労
連
　
吉
田
代
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
立
保
育
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
営
化
反
対
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た
か
い
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
治
体
財
政
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
析
も
必
要
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
、
一
年
か

け
て
保
護
者
と
一
緒
に
お
こ
な
っ
て
き

た
。
そ
れ
を
背
景
に
「
元
気
な
安
芸
市
を

医
労
連
　
熊
沢
代
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
年
金
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ビ
リ
病
院
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
存
続
を
求
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
年
間
運
動
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続
け
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
医
療
を
守

る
た
め
、
公
的
に
存
続
さ
せ
る
声
を
政
府

に
届
け
る
こ
と
が
必
要
で
、
幅
広
い
地
域

運
動
を
展
開
し
て
き
た
。
１
０
月
に
は
超

党
派
議
員
で
院
内
集
会
の
予
定
だ
。

自
治
労
連
　
東
松
代
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
、
公
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
が
保
育
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
場
化
、
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
入
で
最
大
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
危
機
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
。
直
接
契

約
制
度
、
保
育
料
は
「
応
益
負
担
」
と
な

る
。
県
は
「
認
定
こ
ど
も
園
」
を
す
す
め

る
立
場
だ
。
保
育
を
守
る
署
名
は
県
内
で

１
０
万
筆
を
目
標
に
取
り
組
む
。

県
教
組
　
西
山
代
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
、
公
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
に
は
８
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
名
の
臨
時
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
が
い
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
う
ち
の
４
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
名
が
組
を
担

任
し
、
部
活
も
担
当
し
て
い
る
。「
採
用
を

め
ざ
す
会
」
は
去
年
の
２
倍
が
参
加
。「
使

い
捨
て
に
さ
れ
て
た
ま
る
か
！
」
の
声
が

渦
巻
い
て
お
り
、
組
織
化
も
す
す
ん
だ
。

年
金
者
組
合
　
岡
田
代
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期
高
齢
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
療
制
度
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
組
織
拡
大
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
こ
の
４
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
、
４
８
ヶ
月

連
続
拡
大
と
な
っ
て
い
る
。
国
民
の
く
ら

し
を
守
る
た
め
、
最
賃
引
き
上
げ
、
生
活

保
護
基
準
改
悪
反
対
、
最
低
保
障
年
金
制

度
の
確
立
な
ど
が
重
要
だ
。

南
国
労
連
　
上
村
代
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
月
１
９
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
大
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
５
月
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
休
に
は
、
恒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
と
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
「
地
引
き
網

の
集
い
」
も
成
功
さ
せ
た
。
い
ま
、
労
連

の
ニ
ュ
ー
ス
を
作
成
中
で
、
各
組
合
の
活

動
内
容
も
紹
介
す
る
。
地
域
の
非
正
規
労

働
者
へ
の
宣
伝
も
検
討
し
て
い
く
。

県
国
公
　
中
山
代
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
公
契
約
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
」
に
積
極
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
取
り
組
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
く
。
「
働
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ー
ル
の
確
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
」
で
は
、
全

労
働
の
仲
間
の
知
識
を
フ
ル
に
活
用
し
て

も
ら
う
。
憲
法
問
題
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
。
組
織
拡
大
で
は
「
定
数
削
減
」
も

あ
り
、
た
い
へ
ん
だ
が
、
非
正
規
の
組
織

化
を
。

つ
く
る
シ
ン
ポ
」
を
開
催
し
、
成
功
さ
せ

た
。
「
人
づ
く
り
が
地
域
づ
く
り
」
だ
。


